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｢大学第

二外国語としての日本語教授l～教材製作を通して反省させられたこと～淡江大学副教

授孫 寅華はじめに従来大学-学年で履修すべき第二外国語としては英語に限ら

れていたが､ ｢大学教育法令Jの改正に伴い､どんな外国語でも選択可能となったO本

校では1993年より各学部が独自に第二外国語を選ぶことになった.その当時の事前

語査では予想以上の日本語ブームにより､45ものクラス ト クラスの定員60名)に相

当する数の日本語履修者があることが分かったが､学生の数と教師の数とのバランスを考

慮し､-年目は20クラスとすることに決定したOこの膨大な学生に対し､一年間と

いう短い期間にどのような教材を使用し､どのように教えるか､ということにつき慎重に協議した結果

､本絞独自に教材を製作することとなった｡本稿において比鮫例として取り出

したのは1997年と1998年版 F核心日文』のことであるO1 教材作成

について1.1 核心日語とは核心日語というのは日本語学科以外の第二外国語としての日本語のことを指している

O本校 (淡江)

の場合は､過四時間 (LL一時間を含む)年間ほぼ1i0時間の必償科目として設け

られているo1.2 学習目標周知の通り､第二外国語とし
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●漢字があるから親しみを覚える〝とか､･将来日本へ留学する〝とかということで

あろう｡.また中には､ただ単位を取るために履修する学生もかなりいる｡このような学

生すべてに対し､一年間を通じて最低限度習得しなければならない基礎的な日本語を身に付けさせ

るのが目標であり､それが教材を作るときのバロメーターでもある｡1.3 編集グルー

プ及び編集経過現場で教えている教師のほうが何よりも学生の学習目的や勉強方向についてい

ちばん詳しいのではないかと考えられたので､日本語学科の専任教師が教材製作グループの中

心となり､編集作業を開始した｡資料収集やシラバスの決定､および内容分担などに半年を

費やし､完全に本が出来上がるまでに一年間掛かり､.i997年9月

r核心日文』試用版が完成したOそして､一年間試用後､不評判だったため､いろいろな検討の

上に立ち､編集グループが再出発することになった01998年3月から､改訂

版編集グループが発足し現場で教えている専任及び非常勤教師の意見要望を集約し､改定

を始めたのである｡98年版 『核心日文jはすでに使用中である｡良否については半分しか進ん

でいない段階では述べることが出来ないので､この次の検討に譲りたい｡1.4 内容

と構成97年版も98年版も全部で20課から構成されているO学生がより短い時

間に基礎的な日本語を身につけられるよう配慮し､ (文型中心〉の作成方針とした｡そして

､初級段階で学ぶ基本的な重要文型､
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年 語愛数 文型

数97 1045

18898

815 1571045や815という数はC.Kogden(1889-1957)(注1)のいう r話

すために必要な最小限度の語尭850｣には大差なく､初級の第一段階としては､まず妥当で

あろうと思われたが､学生の語塵能力や教室での会話の能力から見ると､必ずしもそうで

ないことが分かった

｡(2.1参照)2 97年版から

98年版への絵討2.1新出

単語の配分について各課を作る際､文型のみを重視したため､97年版では新出単語の各

課の配分に腐りが生じる結果となった｡例えば語嚢のいちばん少ない第11課では20､いちば

ん多い20課では､107と､アンバランスになっている｡このため､実際に本を使用した

とき､たいへん教えにくいし､学生の学習意欲もそれにより落ちてしまうのが感じられた

｡一年間で教えることの出来る語負数に限りがある状況では､初級段階で､日常生活に関

係した生活語愛を無視し､特殊な語愛を必要以上に与えるのは無理が多いのでは

ないかと思われた098年版ではこの点につき大幅に検討を加え､表 1のように語顛数ま

でも減らしたわけである｡もう-つ注目すべきところは次の表2(注2) に書いてあるよ

うに､最も変化したのは名詞であるoそれは膨大な語愛の畳から特に特殊な名詞を削減した
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⊂一口ロ 名 動 形 形 副 助 按 逮

助 感 そ(詞刺 動

続 体 動 勤 の注他3語97嚢/数98688 151

44 3447 63 5 1 2 16

481 134 45

1434 187 4 7 4 972.2文字表記上の問題点

97年版では1課～10課までの ｢文型｣では仮名と漢字仮名まじりの両方がっいている｡学習者が仮名に凝りすぎないように配慮し､11課から,は蔑字仮名まじりになっているが

､漢字にルビを振っていないため､授業中学生が漢字の読み方を覚えるまで大変時間が掛か

るし､興味もなくなるのではないかと教育現場で反省させられたOそのため､次の98年

版では全面的に漢字仮名まじりの表記を取り入れると同時に､す

べての盛事にルビをつけることにしたのである｡2.3 イラス トなど教具教材の必

要性初級 レベルの教科書には補助となる絵などを入れたほうが教えるときには役に立つo

例ぇぱ くこたつ〉を教えるとき､日本独特の物なので絵を見せながら説明すると
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3 指導上困惑しきこと及び解決するための私見

3.1 文法上の疑問点 ･ ■

中国語には日本語の助詞に相当するものかほとんど無くて､中国語話者にとってはその

習得が難しいのである｡例えば､ L

1.嘩旦お弁当を作ってくれる0

2.母数お弁当を作ってくれるO

中国語話者は くは･が〉についてあまり意識しないので､その使い分けが分からない｡

例文1の く母は)の くは〉は容易に理解されるのに､例文2のように く母が〉の くが〉に

なると､理解度が落ちてしまうのであるoそれ放､例文1､例文2のようなものにあたっ

て初級段階の学習者をどう指導すればよいかが実に頭を悩ます問題である｡文法のみによ

る説明では学生に理解させることが出来ない｡こんな時､場面設定し､会話を通じての説

明が普通であるが､もっと良い方法はないものかと筆者は苦慮している｡上例に対応する

中国語は次のようなものであろう｡

3.母親為我倣便嘗

4.母親為我倣便嘗

同じように見えるが､ (誰がお弁当を作ってくれますか〉という疑問文の答えは例2し

かない｡もし､答えとしての例2番省略していうと(母です〉Oこれを中国語に訳すと､

〈(是)誰為櫛倣便嘗?〉((是)母親 (為我倣便普)〉のように､省略も見える｡とこ

ろが､これらはいずれも例1にはあてはまらない｡初級段階での日本語教育は実践的側面

から考えると文法の代わりに適切な対訳を兄いだし､対風比較するのもひとつの方法であ

ろうと思われる｡また次の例を見てみよう｡

5.安ければたくさん買います｡

6.安かったらたくさん買います｡

7_安いならたくさん買いますO

26



′lこの三つの文のうち､5では(安い)という条件が大切であることに対して､7で

は､〈たくさん買います〉のほうが重要である｡つまり､例文5はく安い〉という条件が成

立したら(たくさん買う〉が可能であるO例文7は く安い〉というインフォメーションを受

け

て (じゃ､たくさん買う)というように く買う)に重点を置いているQところが､例文6

(安かったら)のような一回的､一時的な表現とく安ければ)のような論理的､習慣的な表現

とをどう区別するか説明に困るところである｡また､次の例を見てみよう｡同じ条件の表現

であるが､例7のように説明しては無理のようである｡8.枚がそういうなら､そうして

ください09.彼がそういったなら､そうしてください｡中国語では く上午 ･下午 ･昨晩‥ .)というような時間詞があるの

に対し(時制〉が見えないOこのように､時制のない中国語話者にとって､ 〈なら〉にだけ

焦点を置くのが橿自然であるO従って､いかに混乱を起こさないように時制の問題を導入するのかが問

題となってくるoもともと8はく仮にそうであることriら､

その通りにする〉というのに対して､9はくもう発生したこと (言っ

たこと)の通りにする)との意味であるが､学習者が正しくそれを把超し､理解しないと誤解につながることになる｡また､

同じくなら〉でも主題提起 (提題)か判断か (相手の様子
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動詞 〈起きる､遠慮する)の未無形につくくない)は､∵般に助動詞と認められている

が､形容詞 く寒い〉の連用形につくくない〉は助動詞ではなく､形容詞か形式形容詞であ

るとされているoその理由は､形容詞の場合は､

寒く旦ないo 寒く息ないO

というように､形容詞と(ない〉の問にくは･も)等のような助詞を介入することができ

るからである｡時枝文法ではこの (ない形〉を-托して助動詞としているO

『この ｢ない｣を形容詞であるとする理由にはならない｡意味は動詞につく時と同

様に､打消であることに変わりはない｡動詞につく場合には､ ｢は｣ ｢も｣等の

助詞を次のようにして用いるO

流才曝 しないo 流れもしないo

即ち､動詞の場合には､ ｢しない｣が打消助動詞と同じ資格になるのである｡』

(注5)

(以上便宜上一部の旧仮名遣いを現代仮名通いに直したo)

くない形〉は時枝の助動詞であろうと､一般の形容詞であろうと､別に問題ないと思う

が､ただし､教室で教えるとき､特に第二外国語としての学習者には､むしろ時枝説が麗

想的ではないだろかと思う｡ふだん､筆者は教室でよくこんな質問を受ける｡

■打ち消しの (ない)はどんな品詞ですか｡〟

説明をすると､

>なぜ同じ打ち消しの意味なのに助動詞と形容詞の二つの品詞があるのですかO〝

確かにそうであろう｡初級の学生の場合､混乱を避けるため､ 〈ない形〉を全部助動詞と

して教えたほうがよいのではないかと思う｡つまり､形容詞の連用形につくくない)と動

詞の未然形につく(ない)を同一視し､助動詞と認めることにするのであるo

3.3形容詞の誤用から考えさせられること

形容詞は用言の一種であって､活用の語尾は(かろ.く･い･けれ〉と活用することで

ある｡また､形容詞そのものの語形変化としては動詞と違って､命令形を欠いている｡動

詞の語尾活用に比べて､それほど複雑ではないように見える｡初級教室では学生が くく･

28
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′~~ヽい･けれ〉という活用形を覚えるのにはあまり難しくないよ

うである｡が､母国語の影尊もあり､

次のような誤用がよく見られるOl l 114.

*これはおもしろいの本です｡15.*バナナは塵公 望異物です016.*彼女はきれくあり

ませんO中国語学新帝卿 こよると 『形容詞の主な用途は定

語と状語にある｡ (略)定語の場合 :｢併発真壁約人｣ (きみは勇敢な人だ｡)状語

の場合 :r他胴部勤勤懇懇地畢習oJ (かれらはみな勤勉

に学習している｡)-』 (注6)形容詞が名詞を修飾する場合は形容詞の後ろに

く的)を付けるのが普通である｡例 :〈妹妹長盛重堕女生) 〈都農一本姦塾堕書) (

他是鎮艶数人)例14はおそらく中国語に影響された典型的な誤用例であろう｡つまり(

おもしろい〉と対応する中国語は (有趣〉で､ (有趣)は定語として名詞を修飾する場合 (的

〉を付けるのが普通であるO く的〉は日本語の (の)に相当するものと思われるので､

誤りがそこから生じたのであろう｡例15･16は同

じくの〉の誤用のほか､ (嫌い･きれい〉二つの形容動詞を形容詞に間逢えた絡累であ

る｡それも中国語の影響を受けたのではないかと言えようO中国語ではこのこ語も形容詞に

属するからであるO外国語を学ぶとき､大なり小なり母国語に干渉されるのが事実だが､最

小限にすべきである｡上の例のように､教科書の翻訳も､ 『日華辞典』の説明も形容詞の場

合はほとんど(的)をつけて､ 〈有趣的･紅的.乾浮的...〉のように表しているO私見

では､まず正しい中国語を取り入れ､ (有趣 ･紅 ･乾浄〉は本来形容詞であることをもう.-度見直

すべきだと考える｡次に､形容詞の連用形につい

て見てみよう｡主に動詞修飾の場合である｡1

7.野菜が高くなりました｡(lo裸)18.テレビの昔を小

さくしてください｡(lo裸)19.わたしは朝早く
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上の例はいずれも(～く+動詞)の形を取っている｡この日本語の 〈形容詞+動詞)の

用法は､飯豊(1972)の 《用言的話部 (文節)に連なり､副詞的修飾語となる》(注7)に

1･L- ノ 相当するものである｡つまり､ (深く反省する.大童く影響する･よく熟した〉というよ

うなものは ｢形容詞の副詞的な用法｣と認められている (注8)0

初級教室では (形容詞のうしろに動詞が釆たら､形容詞の語尾が ｢く｣になる｡)と教

えるのか普通であろう｡それは､余計なことをたくさん言ったら､かえって分からなくな

るという理由からである017-20の例を見てみようOそれに対応する中国語はそれぞれ次

のようなものである｡

17a襲童7 18a弄坐 (翠) 19a塁起 20a努逗

四つのうち､語順の違うものは19aだけに見えるO中国語だから逢う､と一言で納得でき

ないだろう｡よく考えると､17の (高い〉は意味上 〈結果〉となる (西尾 ･1972)0 18は

なにかのしかたによって (するの下位分類がある)変容､創造､分裂､位置の変化､抽象

的変化という意味で､ く結果〉を表すのである(注9) 020の動詞 (切る)は くしかた〉

の働きを有して､この上姓 によって髪の毛が短くなるわけである｡19の く早い〉は動詞

(起きる)その動作 ((しかた))の程度を修飾限定している働きを示していて､山田文

法の (程度副詞) (注10)と橋本文法の (程度の副詞〉 (注11)とに相当する働きを持っ

ているので (程度)の表現と認められよう｡一方､中国語を見てみよう｡先に●述べたよラ

に､中国語では動詞を修飾する場合は 〈状語〉と呼ぶ｡19aの く早〉は単音節形容詞で､

朱徳黙 (1956)中国語形容詞分類のA類形容詞に属すのである｡この状語としての単音節

形容詞は動詞t:の結びつきが非常に厳密である｡ (妙 ･厳禁 ･太笑･去叫)というよう

なものである｡朱徳照はこれを く一語)と呼ぶ｡19aの く早起)も〈一語)と認められ

る｡従って､19aは､修飾関係というよりもむしろひとつの詞であるように思われる｡

上に述べたように､日本語形容詞の く～く+動詞)の場合､単なる語尾の変化であると

は言えないo形容詞､動詞､そして､形容詞と動詞との組み合せ等も考えなければならな

いと思うのである｡また､日本語と対応する中国語形容詞の分類や使い方等にも気をつけ

なければならないO初級教室ではこういった文法的な概念をいかに分かりやすく導入する

かが問題となる｡

.30



′r■■＼終わりにI l

5

iiZ･r F ⊥ ｢1筆者が97･98年版 『核心日文』教材制作を適して､

よく考えさせられたのは､なぜみんなの力を合わせて作った教材が教室ではあまり効果

が上がらないのか､ということであるO学生の不勉強か､教材の不適切か､或いは他に原

因があるのかO答えを見出せないまま､教室での学生の反応､勉強意欲､そして試験や練

習をするときよく間違えやすい点等を一々ノートにして､今後の教材の改訂や教授法の見

直しにあったて､ひとつの参考にしようと努めたo又､コンビェ一夕-の,普及に伴って､

教材をマルチ･メディア化する方法を考えなければならない｡ 『核心Ef文Jはこれからの

改訂とともにマルチ･メディア教材制

作の試みをしようと予定している｡(本稿の一郎は1998年 7月 ｢台湾人日本語教師の本邦

研修｣､杏林大学で開かれたシポジウムで口頭発表したものを加筆 ･修正し､まとめな

おしたものである｡)【璽璽L CharlesKayOgden(1889-1957) r8a

sicEnglishJを創案2.孫寅撃 1998.12高申第二外語教撃検討合 ｢第二外語教材凍剖製作之検討一以淡江

大挙 『核心日文』為例

｣を引用3.慣用語､連語など4.97年版の語桑総数から地名､人名､常用助詞て･に･を･はなど除き､実

際語嚢数は997であるO5.時枝誠記 『日本文法』

口語篇 1984第8刷 p1646.中国語学研究全編 坤 国語学新

辞典』 昭和54年 5版 p327. 訂品詞別 ･日本文法務座･形

容詞･形容動詞j 1972 p98.孫寅華 『形容詞副詞的な用法

の一考察』 19879.前掲10.単に程度を表すものにして､専ら他の属性を表す

副詞又は用言に属して､その属性の程度を示すために用いられるもの (ちょっと､すこし

､等)ll.程度を詳しく示す｡
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